
「ＤＪＭ個人レポート」と「企業活躍度未来予測評価書」を活用した流れ

①就活者と企業が「ｆａｃｅｂｏｏｋ就活交流」に投稿（交流）
②企業が就活者に面接要望　又は　就活者が企業に面接要望
③求人企業からＤＪＭ個人レポートの提供依頼
④メルサから企業に提供
⑤就活者と企業が面接（一次面接）
⑥内定後、求人企業からメルサに対し企業活躍度未来予測評価書の提供依頼
⑦就活者が求人企業で実際の職場体験(試業期間の設定)
⑧就活者と企業が再面接後合意すればマッチング成立

　　　　　企業が面接要望 　　　　　　就活者が面接要望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　①就活者と企業がｆａｃｅｂｏｏｋ交流

　　② ②

　　　　就活者 　　　　 　　　　ビレッジ就活交流 　　求人企業

　　　Ａ 　就活者がＤＪＭ個人レポート診断申し込み

　　　　Ｂ 申込者のメールアドレスにＷＥＢ診断送信

Ａ～Ｅは
         ＤＪＭ個人レポート 　　　　　　　　　Ｃ　申込者が自分のパソコンで回答
    　　　企業活躍度未来予測評価書

　　　　　　    診断～保存の流れです

　Ｄ　ＤＪＭ個人レポート自主診断終了

　　Ｅ 　　　　　　診断後のＤＪＭ個人レポートを共有し保存 　　Ｅ
申込者保存 　　　　　　メルサ保存

　　自己分析・エントリーシート作成、コミュニケーション基礎力養成など自己啓発に活用

　　　　　　　　　　　④

③ 　求人企業からＤＪＭ個人レポート提供依頼

　　　　　　　ｆａｃｅｂｏｏｋ管理者による仲介 　エントリーシート
　　　　　⑤

一次面接

　　　　⑥
ＤＪＭ個人レポートを基に就活者の行動傾向をさらに分析した評価書

　　求人企業から企業活躍度未来予測評価書の提供依頼

　　　　⑦
　　　　　　インターン（修業体験）設定

　　　　⑧
就活者と企業が再面接後に最終合意で採用


